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日
本
・
中
国
と
も
に
伝
統
医
学
の
最
基
本
古
典
と
さ
れ
る
三

世
紀
の
『
傷
寒
論
」
は
、
北
宋
時
代
の
一
○
六
五
年
に
大
字
本

が
初
刊
さ
れ
、
一
○
八
八
年
に
は
小
字
本
が
翻
刻
さ
れ
た
。
た

だ
し
両
北
宋
版
や
そ
れ
以
前
の
写
本
は
現
存
せ
ず
、
南
宋
で
翻

刻
さ
れ
た
形
跡
も
な
い
。
一
方
、
明
の
趙
開
美
は
一
五
九
九
年

に
序
刊
の
「
仲
景
全
書
」
に
「
〔
翻
刻
宋
板
〕
傷
寒
論
」
を
収
載
、

当
版
に
は
小
字
本
の
進
呈
文
が
あ
り
、
底
本
は
小
字
本
系
と
推

定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
現
代
に
未
版
の
旧
を
伝
え
る
『
傷
寒
論
」

は
趙
開
美
本
し
か
な
い
。

『
仲
景
全
書
」
は
幕
末
の
『
経
籍
訪
古
志
」
が
紅
葉
山
文
庫
蔵

本
を
趙
開
美
本
と
し
て
著
録
し
て
以
来
、
中
国
で
も
注
目
さ
れ
、

い
ま
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

現
在
は
台
北
故
宮
博
物
院
・
北
京
国
家
図
書
館
・
北
京
中
国
中

医
研
究
院
・
北
京
中
国
科
学
院
・
藩
陽
中
国
医
科
大
学
・
広
州

56

趙
開
美
の
『
仲
景
全
書
」
と
『
宋
板
傷
寒
論
」

真
柳
誠

茨
城
大
学
人
文
学
部

中
山
医
学
院
に
も
趙
開
美
本
な
い
し
万
暦
刊
本
が
各
一
組
あ
る

と
著
録
さ
れ
る
。
し
か
し
各
本
の
比
較
研
究
は
か
っ
て
一
切
な

さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
各
本
を
実
地
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
中
国
科
学
院
本

は
趙
開
美
本
と
構
成
書
目
も
異
な
る
和
刻
「
仲
景
全
書
」
だ
っ

た
。
さ
ら
に
内
閣
文
庫
本
と
酷
似
す
る
が
、
明
ら
か
に
別
版
の

趙
開
美
版
二
種
が
知
ら
れ
た
。
第
一
種
Ａ
版
は
中
国
中
医
研
究

院
本
、
第
二
種
Ｂ
版
は
中
国
医
科
大
学
本
（
先
印
）
と
台
北
故

宮
博
物
院
本
（
後
印
）
で
、
北
京
の
国
家
図
書
館
本
は
旧
北
平

図
書
館
本
（
現
台
北
故
宮
本
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
だ
っ
た
。

中
山
医
学
院
（
現
中
山
大
学
）
本
は
図
書
館
の
移
転
中
で
調
査

不
能
だ
っ
た
が
、
目
録
に
は
明
・
文
陞
閣
校
刊
本
二
○
巻
と
あ

る
。

さ
て
Ａ
版
と
Ｂ
版
の
言
翻
刻
宋
板
〕
傷
寒
論
」
に
は
「
世
讓

堂
／
翻
刻
未
／
板
趙
氏
／
家
藏
印
」
の
木
記
や
「
長
洲
趙
應
期

濁
刻
」
の
刊
記
、
下
象
鼻
に
「
趙
應
期
刻
」
「
桃
甫
刻
」
な
ど
刻

工
名
が
あ
り
、
全
て
白
魚
尾
。
趙
應
期
は
趙
開
美
の
他
の
刊
本

に
も
参
加
し
た
刻
工
な
の
で
、
Ａ
・
Ｂ
版
は
趙
開
美
版
に
相
違

な
い
。
両
版
の
文
字
は
数
カ
所
が
相
違
す
る
だ
け
で
、
他
は
版
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木
や
罫
線
の
割
れ
方
ま
で
一
致
す
る
。

特
徴
的
な
相
違
は
第
一
巻
一
○
葉
ウ
ラ
第
二
行
末
尾
の
小
字

割
注
で
、
Ａ
版
は
「
腎
謂
所
／
勝
脾
。
脾
／
…
」
、
Ｂ
版
は
「
腎

為
脾
／
所
勝
。
脾
／
…
」
に
作
る
。
よ
く
見
る
と
Ａ
版
の
「
謂

所
／
勝
脾
」
部
分
を
、
Ｂ
版
は
埋
め
木
で
「
為
脾
／
所
勝
」
に

彫
り
直
し
て
い
た
。
文
意
も
Ｂ
版
が
通
る
。
な
ら
ば
Ａ
版
が
趙

開
美
の
初
版
で
、
Ｂ
版
は
そ
の
修
刻
本
で
あ
る
。

一
方
、
内
閣
文
庫
本
Ｃ
版
の
刻
字
は
Ａ
・
Ｂ
版
と
似
る
が
、

木
記
・
刊
記
・
刻
工
名
が
一
切
な
く
、
一
部
は
黒
魚
尾
で
あ
る
。

ま
た
不
詳
文
字
を
未
刻
の
睾
格
に
す
る
な
ど
、
「
仲
景
全
書
」
全

体
で
Ａ
・
Ｂ
版
と
は
百
ヶ
所
以
上
の
相
違
が
あ
り
、
完
全
な
別

版
だ
っ
た
。
さ
ら
に
上
述
の
小
字
割
注
を
「
謂
所
／
勝
脾
」
に

彫
る
等
の
一
致
か
ら
、
Ａ
版
を
底
本
に
翻
刻
し
た
の
が
Ｃ
版
と

分
か
る
。
Ｃ
版
は
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
に
紅
葉
山
文
庫
へ

入
庫
し
て
い
る
の
で
、
明
末
清
初
の
所
刊
と
推
測
さ
れ
る
。
中

山
大
学
本
も
、
あ
る
い
は
Ｃ
版
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
和
刻
「
仲
景
全
書
」
は
五
版
元
か
ら
印
行
さ
れ
て
い
る

が
、
基
本
的
に
同
一
版
本
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
か
ら
所
収
『
集

注
傷
寒
論
」
の
底
本
は
Ｂ
版
で
、
日
本
に
て
Ｃ
版
で
校
異
し
た

ら
し
い
。
和
刻
の
『
宋
板
傷
寒
論
」
で
は
、
安
政
三
年
二
八

五
六
）
の
堀
川
本
が
Ｃ
版
の
影
刻
と
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

い
ま
調
査
す
る
と
、
寛
文
八
年
二
六
六
八
）
岡
嶋
玄
亭
本
と

寛
政
九
年
二
七
九
七
）
浅
野
元
甫
本
に
も
Ｃ
版
の
特
徴
が
み

ら
れ
た
。

『
経
籍
訪
古
志
」
の
編
者
ら
は
こ
う
し
た
比
較
が
不
可
能
だ
っ

た
た
め
、
Ｃ
版
を
趙
開
美
本
と
誤
認
し
、
そ
れ
が
一
五
○
年
近

く
日
本
・
中
国
と
も
に
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
つ
い
て
は
現
内
閣

文
庫
の
Ｃ
版
「
仲
景
全
書
」
本
「
〔
翻
刻
宋
板
〕
傷
寒
論
」
が
影

刻
や
影
印
さ
れ
、
今
も
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
Ａ
版
は
一
九
九
七
年
と
二
○
○
一
年
に
北
京
で
一
○
○

部
が
影
印
出
版
さ
れ
た
。
Ｂ
版
は
先
印
の
中
国
医
科
大
学
本
、

後
印
の
台
北
故
宮
本
と
も
い
ま
だ
影
印
出
版
さ
れ
て
い
な
い
・

今
後
は
宋
版
の
旧
を
伝
え
、
誤
刻
が
最
少
の
趙
開
美
Ｂ
版
言
翻

刻
宋
板
〕
傷
寒
論
」
を
研
究
の
テ
キ
ス
ト
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。

＊
本
研
究
は
平
成
十
五
・
十
六
年
度
科
研
費
特
定
領
域
研
究

（
二
）
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
医
薬
書
の
流
通
と
相
互
影
響
」
に

よ
る
。


